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波源の不確実性を考慮したメキシコ沿岸部の津波伝播計算

Probabilistic tsunami hazard analysis of the Pacific Coast of Mexico
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　本研究では，確率津波モデルを用いて，メキシコ沿岸部に到達する津波高の不確実性評価を行った．確率津

波モデルとは，確率的にすべり分布を作成し，作成したすべり分布から初期水位（確率津波波源）を複数求

め，これらの確率津波波源を用いて津波伝播計算を行う一連の過程である．メキシコ沿岸に仮想観測点を設け

津波高を出力し，最大津波高とすべり分布の相関性について考察した．仮想観測点において予測津波高さおよ

び津波到達時間にばらつきがみられ，すべり分布の違いが想定値に大きく影響を与えることがわかった．
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